
遺
Ｔ

上

1.遺 跡の概観

fig 8.6AFI‐PQ地区地山
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今回の調査で、奈良以前に北から南に流れる旧河川敷を、発掘区

の西端に 1条、中央部で 2条 (S D 1526.S D 1560)検 出した。

六坪の東北から中央部を南流するS D 1560は 、S D 1526が廃絶した

後の河川であるが、平城京造営前に、 S D 1526同 様、自然堆積により

廃絶する。園池は、この旧河川路 (S D 1560)を 利用して造成され

たものと考えられる。なお西端の F日河川は、埋めたてた後、奈良時

代に 2回の整地がみられた。上層は灰褐色粘質土、下層は灰黒色粘

上である。

その他の地域は、ほとんど黄褐色粘土 (地山)の上に、暗褐色粘

上が堆積し、柱穴など大部分は、この層の上面から掘 り込む。暗褐

色粘上の上面の堆積は遺物を含む暗灰褐色粘質土、黄色粘質土 (床

土 )、 暗灰色粘質土 (表土)の順になる。なお、発掘区の中央部に、

西端の旧河川と中央部の旧河川の間に、巾10m位の黄褐色粘土の整

地層がある。この層は、一部池の整地層にもなり、また、この上層

からS B1510の 柱穴の掘 り込みがみられた。遺構面の上面を標高で

みると、59m40前後で、北から南にかけて緩い勾配となる。

左京三条二坊六坪内に形成されたおもな遺構は、奈良時代初頭か

ら末期におよぶ期間に属 し、整地層や遺構の重複・配置などから大

き‐く2期に区分できる。大規模な園池を坪の中′ふに配し、建物12棟、

塀 7条、井戸 2基、濤 8条、土墳などが坪心から一定の距離をもっ

て計画的に配置されていることが知られ、京内敷地利用の一基準を

示すこととなろう。特に、園池西方の建物は、南北棟が多く、近年

京内宅地の発掘で東西棟が大夕数を占める知見と反するが、園池後

方の東山を借景にとりこむ構想になっていることと関連しよう。ま

たA期では、園池を、坪lbよ り各70尺離れた四周の塀で取り囲み、

他の部分と区画した利用であるのに対し、B期では、塀が取 り外さ

れ、園池がより広い空間として利用されている。

なお、奈良以前の遺構として、前述の旧河川 3条、濤数条がある

が、以降の遺構については、遺構面が削平されたのか、園池廃絶後

この地の利用がなかったのか、顕著なものはみられなかった。
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茶 褐 色土 (砂分 含む )
責 色粘 土 ブ ロ ック混 り
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2.遺 構

本発掘区において検出した主な遺構は、予備調査、本調査合わせ

て、園池 1、 建物12棟、塀 7条、井戸 2基、濤 8条、土墳などであ

る。以下、先ず坪の中心に位置する園池とその関連施設について述

べ、次いで、園池と併存する塀 。建物・濤・井戸 などの順に遺構の

説明を行なう。

S D 1560:平城京造営以前に、六坪の東北から坪の中心部を南に流

れていた河川である。旧河川 S D1526が廃絶した後、流れていた河

川で、北は導水路 S D 1525下層に、南は排水路 S D 1466下層に河川

の堆積層を確認した。京造首時には自然堆積により廃絶していたが、

園池 S G 1504は 恐らく、この河川路を利用して造成されたものと考

えられる。

S D 1525(PL.6):園 池に導水するための導水路である。園池同様

旧河川路 S D1560を 利用した巾4～ 7mの濤で、園池の手前で滞留

し、木樋 S X1523に より園池へ導水している。この導水路は、平城

京造営時に、左京三条二坊の坊間路の道路沿いに、堀河の役目を持

たせるべ く造成された菰川に通じるものと思われる。菰川と導水路

の接点には、水量調節の意味で堰のような施設が設けられたものと

思われるが、今回の発掘ではその地点におよばなかった。なお、こ

の導水路の堆積上下層より、造営時に廃棄されたと思われる多量の

加工木片と共に、「和銅」の年紀を持つものの他64点 もの多くの木

簡が出土した。

S X 1523(PL.8):導 水路S D1525よ り園池へ水を引く木樋暗渠であ

る。木樋は、長さ5mの一木 (中 12cm、 深さ10Cm)を 凹型にくり抜

き、上に木蓋をのせる。木樋の濤は先端 (北端)では木口まで達せ

ずに止まっており、 lmほ ど露出させて、導水は端近 くで蓋をくり

抜いた部分から上面で注ぎ入れる構造になっている。また取入口に

は、木樋の両脇に lmの間隔で、 2本の小角柱 (一辺 15 Cm面 取 り)

が検出された。導水のための関連施設であろうが、構造の詳細は知

り得ない。なお、この小角柱掘方内に導水路の堆積上が見られたこ

とや、木樋掘方が上面から見えないことから、
´
S X 1523は 導水路よ

り後の施工によるものと考えられる。

遺構には一連番号を付して、その前にSA:築
地・柵・土塁、SB:建 物、SC:廊 、SD:溝 、
SK:土墳、SX:そ の他、などの分類番号を標
記する。

遺構の実測は国上方限座標にしたがい、高さの

基準は標高である。

1.耕±         2.床 土(責色含砂粘土)
3.灰褐色砂質土(遺物包含層)4.茶 褐色粘土(遺物多い)
5.黒褐色粘土
S D 1525堆積層

6.暗灰色砂質土
8.灰黒色粘土
S D 1560堆積層

■.灰緑色砂質土

13.灰緑色砂質土

15.砂礫

17.縞状灰黒色粘土狭む砂
19.青灰色細砂
21.青灰糧砂
23.砂 と灰黒色粘土互層
24. 花ケ礫

25,縞状の灰黒色粘土を含

む暗責色粗砂

26.暗灰色程砂
27.暗灰緑色粘土

28.灰黒色粘土
S D 1526堆 積層

29.砂礫

30 灰色粗砂

7.灰色粘土ブロック入灰緑色砂質土
9,縞状砂含む灰黒色粘土(木片多し)

12 暗青灰色含砂粘土
14.暗灰緑色粘質土

16.砂礫
18.淡黄色狙砂
20.縞状砂含む灰緑色粘質土

22.縞状砂含む灰色粘質土

SD1560.1525.1526堆 積土層図



種   類 数量 習 性 万葉植物名
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1)園池に使用された岩石 (庭石・玉石・礫 )

縞状片麻岩 (両雲母片麻岩 )、 花南岩類、塩基

性変成岩類 (変輝緑岩)、 三笠安山岩、ホルンフ

エルス、チャー ト、流紋岩質火砕石類 (石英斑岩 )

などで、基本的に奈良盆地東縁部地域で採取可能

なものばかりである。

S G 1504:同 池は、平均中15m、 延長55mあ り、池全体を石組で固

め、曲池のような形で蛇行 している。導水口、温水国の高さから推
※⑤⑦

定すると、水面は巾の広い所で 5～ 6m、 狭い所で 2m、 平均 3m

前後である。水深は、水面の広い所でもっとも深 く25Cm、 平均20Cm

位の浅
6も
のと考えられる。水際は、一部倒壊 している所もあるが、

全面玉石を一列に立てて据えつけている。水面は、この立石の中ほ

どを満たす。立石から陸に向って 5～ 6°のゆるい勾配で、巾20cm前

後の偏平な玉石を敷きつめている。玉石に続き、池の周辺には、こ

ぶし大の礫を並べ地表を保護している。玉石・礫とも、曲部あるい

は水面が狭 くなる部分で、中広 く敷きつめている。また、底石の欠

損している箇所でみると、池底は全面粘上で覆っているものと思わ

れる。庭石は、水蝕あるネ留曲を持つ石英質片麻岩を水辺に、花南岩、

一部安山岩などを陸に使用し、池汀の変化する突出部や湾曲の開始

される点などに集中して配置し、自然順応の趣きをみせている。特
⑦

に西岸の最初の突き出し部で、突き出した石組をうける形で岩島を

池中に配した点́や、岩島と池中央部東岸の石組がともに、池に向っ

て気勢を示す
ヵ
斜めに据えられている′

氏乳虚升
味深い。なお池

中の堆積土は、底石の上に20～30cmの厚さで種子・核を含む灰褐色

粘土がある。この層は、導水施設から流入したものでなく、池を使

用した時期に自然堆積したものと思われる。また、この灰黒色粘土

の上層には、厚さ30～40cmの黄褐色斑入り灰褐色粘上が、池の埋土

としてある。この層に含まれる、土師器、冗などの編年から、園池

の廃絶は、奈良末期に比定できる。(PL.lo,11.12.13)

次に池の中の細部意匠をみてみると、

S X 1524(PL.11):池 の北端にある東西 6m、 南北 lmで、50～ 60

Cmの立石で囲んだ石組遺構。立石は、西側では抜 き取 られている

が、木樋暗渠により流入した水を、いったん滞水浄化させた後、上

水を池へ導水するための施設と考えられる。

S X 1468(PL。 11):池縁から直角に陸に向って、両佃1に玉石を中

1.2m、 長さ4mで並べる。 これは S B 1470に も近接 していること

から、後世の舟入りの施設を思わせる。しかし、池全体の水深や、

この吉Ь分の水深が10Cmに 満たないことから、実用には供し得ないも

のと考えられる。

Tab 2.園 池出土の植物遺体

2)園池堆積土の花粉分析

園池最下層の堆積層、灰黒色粘土に花粉胞子化

石がきわめて多く含まれていた。特にPinus(マ ツ

属)CryptOmeria(ス ギ属 )が 多く、 また水生
のPersicaria(タ ブ風 )Gramineae(イ ネ科)や、
Picea(ト ゥヒ属)TSuga(ノ ガ属)Quercus← ナ
ラ亜属)Fagus¢ナ属 )な ど約40種類におよぶ。
なお、池の埋上の灰褐色粘土層では、マメ科のア

バキ、ゴマ科のゴマ、タデ科のソバ、アブラナ科

の一種など、当時の栽培植物の花粉化石が認めら

れた。

※ この番号は 7頁下段の関連文献番号を示す。
以下同じ。

1.黄色バンド
2.暗禍色砂質土
3.暗褐色粘質土
4 黄褐色斑入り灰褐
色粘土

5 灰黒色粘土 (種子
・核含む。)

fig ll.
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S X 1503(PL。 9):池庭に木組で仕切 りを袴えたもので、底板を4

枚敷き、その上に側板 (長辺80cm、 短辺30Cm)を 納で直に組み合わ

せたものである。側板の上面に納穴があり、もう一枚上に組み会わ

せたものと考えられる。側板は 2枚つなぐと、高さは30Cmと なり、

底石より10Cm高 いが、木組自体は水面下になる。この施設は、水際

に位置することや、花粉分析の結果を考えると、木組の中に上を入

れ、水生植物の栽培に使用されたものであろう。

S X 1463(PL。 9):S X 1503と 同様の施設で、底板 3枚の上に側板

を2段組み合わせている。S X 1503と 異なり側板は直交せず、斜め

に据えている。また側板の損耗がひどく、側板上面の柄穴は確認で

きなかつた。

次に池の排水をみると、園池南辺で壁状に、岸に沿って一例に並

ぶ立石の間から、温流する濤 (S D 1465)と 、池底から木樋暗渠

(S X 1464)に よって排水される溝と2種類ある。

S D 1465:池の南端西よりに階段状に石を塁んだ濤で、池から温流

する水を、排水濤 S D1466に 導 く浴水滞である。

S X 1464(PL.8):浴水部の下に貫通する、外法寸法20cm× 20Cm、 長

さ2.5mの木樋で、排水濤 S D 1466に 開口する。構造は取入部の木

樋と同様、蓋先端部に径12Cmの九い穴を穿っている。なお取入部木

樋蓋と、 S X1464の 蓋の高低差は約30cmで ぁる。

S D 1466:池の浴流水と、木樋 (S X 1464)か ら流れ込む水を受け

て南へ流す排水濤である。巾 7尺 (2.lm)で、両側に径 20～ 30Cm

の玉石で一段護岸している。

以上、園池は、その形状、水深および関連施設などから判断する

と、観賞と同時に曲水宴などの行事雅宴に利用できる実用面が両立

したものと思われる。因みに、池底の勾配は、取入口と浴流口で%0

取水口と排水口で拒評こなる。また、池の堆積層が薄いことや、土器

の出土量が少なく、小片がほとんどであることから池は常に清掃さ
◎

れていたか、池に水をはって使用された期間が行事 。雅宴に限定さ

れたものかも知れない。

fig 12.SX1503平面・断面図

1

fig 13.SX1463平面・断面図

今回検出の園池の技法など関連記事を奈良時代の文献資料より、

また平安時代の作庭の基本的な理念と技法を記した作庭指導書「作

庭言己」にみると、下言己のようなものがある。

§露課篭鰯 買畑桑整落姫1亀亀忌鶴蘇含繁隅 宴蜘
④「天平二年二月丁亥。天皇御松林宮α宴五位以下。引文章生等令賦山水生…」(続 日本紀巻10)

思響議戦iど酵霧ぞ鯰 瀧目指融蒼竪酢霰T聰罐7尾繋愚房認綴聰伊
朝臣麻呂 五言。暮春於第園流置酒。 )
⑦「大河のようは、そのすかた専好ぞセ吃砲そそそ毛亀tなるへし。先石をたつることはまつ水のほかれるところをはしめと

とて、おも石のかとあるをたてて、その石のこはんをかきりとすへし」(作庭記)
◎「迪はあさかるへし。………池をは常さらさらお、へき也。J(作庭記 )



次に、坪心より各70尺に位置し、園池を画する四周の塀と園池西

方の建物について説明する。

S A 1500(PL.5):東 西方向の塀で、園池耳陪卜の石組遺構 S X 1524を

はさんで15間分検出。柱痕跡をよくとどめ、南北方向を長辺に lm

のほぼそろった方形の掘方を持っている。柱間は 7尺 を基本とす

るが、西端から2間 目は10尺 を超え、ここに門を開いていた可能性

がある。園池西方部分、東端の柱掘方は、園池周辺のバラス敷きを

取り除いて造られており、園池と一体となった造営計画がうかがわれる。

S A 1538:S A 1500の 延長と考えられる塀であって、 S B 1540の 北

側柱列に重なって、その下層から検出した。 S A 1500の 西端まで、

6間分であるが、柱間は10尺で多少の出入りがある。

S A 1586:北端は S A 1500に とりつき、南端は南北棟 S B 1510の 東

側柱列につながる南北方向の塀である。 S B 1510ま で 7間。北から

4間分の柱間は 8尺等間であるが、次の 2間は 9尺、 S B1510と の

間は13尺 ある。柱掘方は長辺 lmほ どの矩形を呈する。

S A 1473(PL.5):発 掘区の南端を東西に伸びる塀である。 S B15

10の東側柱列の取 り付きから東へ 4間で、園池排水濤 S D 1466に 達

し、 S B 1470の 東側柱列の延長 と端をそろえて終わる。排水濤の対

岸は、 2条の素掘 りの東西濤、 S D 1451、 1453に狭まれた道路 SX

1559に 比定される部分にあたり、柱穴の検出を見ず、この塀は排水

濤をこえて、東へ延長することはない。柱掘方は、おおむね南北方

向にやや長い一辺70～80cmの方形で、中に軒平瓦 (6667)を 含む もの

があった。

S A 1483:南北方向の塀で、掘方の状況などはS A 1500に 類似して

いる。 S D 1453の 南まで、18間分 とすれば柱間はほぼ 7尺等間にな

る。柱痕跡をとどめる4間分の小穴 S A 1455が、やはり7尺等間で

重復している。この塀と園池の間の中 7～15mの 区域には、遺構の

検出はなかった。

S B 1510:桁行 6間・梁行 2間、柱間10尺等間の掘立柱建物である。

掘方は一辺 lmの正方形であり、南から2問 目の中央柱筋に、やや

小さい掘方の柱穴があって、仕切 りとみられる。東側柱列には、一

様に径30～40cmの 柱痕跡があり、これに対し西側柱列は建物の外側

へ向けての、掘方から西に張 りだした柱抜き取 り穴が明瞭である。

S B 1505(PL.5):園 池の北西に、きわめて近 く接して建てられた、

染行 2間 (8尺等間)・ 桁行3聞 (7尺等間)の南北棟建物である。東南隅

の柱穴は S A1500の 場合と同じく、園池周辺のバラスを取 り除いて

掘方をつ くっている。遺構の中央及び西側柱列近辺には多数の上墳

があるが、いずれも柱穴より新しい。

推定

建 物 棟方向翔肇庇辟Fm(尺) 斯 m(尺 商m(尺 |

SB 1470

1471

1472

1476

1505

1510

1540

1542

1550

N― S

N― S

N― S

E―W

N― S

N― S

N― S

E―W

E―W

5X2

3X2

3X2

3X2.南

3X2

6X2

6× 2
四 面 ?

4ユ X2

3X2.南

11.8140

4,7 t51

6.さ  120

7.2 941

6391)

17,7 1601

17.8 1601

10.5  110

6.3 120

4,810

3.5 121

4.2 141

4.8 110

4,8 110

6.0 90

6.0 00

5,4 10

4.8 1161

2,7(9)

3.0 40

2,7(9)

Tab.3 6AFI‐PQ地区主要建物一覧表

● 柱根 ◎ 柱痕跡   ⑤ 柱抜取痕跡 O柱 穴のみ



S B 1470:園 池の南西に位置する、桁行 5間・梁行 2間 、柱間 8尺

等間の南北棟建物である。東側柱列の北から2番 目の柱穴は、後の

深い土
'賣

のために破壊されている。この東側柱の中央問へは、園池

周辺のバラス敷き・力耳申びてきており、また建物前方は、園池につき

出した半島のようになっていることから、園池との密接な関連性が

しのばれる。

S B 1471:桁行 3間 5尺等間、梁行は 2間 (6尺等間)の南北棟建

物。堀方も小さく、東側柱列が、 S B 1470の 西側柱列と重復するが、

この遺構の方が新 しい。

S B 1472:S B1471の 南にある、桁行 3間 、梁行 2間、7尺等間の南北

棟である。北側妻柱は検出しない。 S B1471と 西側柱列の柱筋をそ

ろえ、同時期とみられる。 S A 1473と は近接しすぎているため同時

存在はないものと思われる。

S B 1540(PL.5):桁 行 8間、梁行 4間、柱 FH110尺等間の礎石建物

と推定される建物である。建物北辺に、近世の磁器 を含む土墳や

野つばなどがあり、後世の攪乱が甚 しく、根石 または根石抜 き取

り穴が一部確認されたにすぎず、礎石は皆無で、基垣痕跡も確認で

きなかった。また、この地が軟弱な整地層のため、石群下には必ず、

幅10～ 20cmの板が一枚あるいは数枚入れられていた。なおこの整

地土中に奈良時代後葉の上器が分く含まれていた。

S B 1542(PL.7):S B 1540の下層から検出した梁行 2間、桁行 5

間以上の掘立柱東西棟建物で、柱間は 9尺等間である。柱痕跡に炭

化物を多く含んでいた。北および南の側柱列が S B 1540の 北から 2

列日、 4列 目の柱筋で、柱穴の重複がみられ、 S B1540よ り古いこ

とが確認できた。

S B 1519:発掘区の西端で柱穴を4個検出した。柱間は7尺で、西側に

柱穴の断面があらわれており、いずれも耕土、床土、遺物包含層の

さらに下層から掘 り込まれている。 S B 1510と 同じ層位である。

S B 1517:S A1473の 西端に、10問 目西でとりつくと思われる建物

で、柱掘方は S A 1473よ りやや小さい。発掘区の東西隅に、柱掘方

を南北に 2個 (柱間10尺 )検出、西壁面に 1個 (柱間10尺 )確認し

たに過ぎない。

この東に接して、径1.5m深 さ80Cmほ どの上墳 S K1516を 検出した。

瓦片が相当数出土している。

S E 1511(PL.6 ag14):発掘区の中央南端、S A 1473の 聞こ検出した

素掘 りの井戸である。平面は径 2mの円形で、遺構面より深さ1.7m

を測る。埋土は暗灰色粘土で、面戸瓦や土器片を多少含んでいる。

①茶褐色粘質土  ④暗黒色粘土
②灰褐色粘質土  ⑥青灰粘土混灰黒色粘土
⑥灰黒色粘質土  ⑥灰色砂土

用
園

国
因

fig 14.SE‐ 1511断 面図
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1 茶褐色ブロック混り
灰黄色枯土

3 淡灰黒t粘土
5,礫含む青灰色砂
7.淡灰黒也粘土混り砂
質土

9 暗灰黒色粘土

ll.淡灰黒色粘土混り砂

質土

13.黒褐色粘土

15.青灰色粘土ブロック

入暗灰色含砂粘上

2.黒褐色粘土

4.青炭色粘土
6.砂混り灰黒色粘質土
8.砂礫混り暗灰黒色粘
土

10.灰緑色粘土ブロック

含む灰黒色粘土

12.灰黒色粘土

14 青灰色砂混り灰黒色
粘土

次に園池北方および東方の遺構について説明する。

S B 1552A,B:二 つの東西棟が、ちようど東西に 1間分重なり合

つていると考えられる。 2棟 とも梁行は 2間、柱間は10尺 であり、

東西は発掘区の外にある。西側のA建物は、東西に長い 1辺 lmほ

どの柱掘方を持っている。東側の B建物は、柱穴の切 り合いからA

より新しい。柱掘方はAよ り小さく、かつ南北に長 く1辺 70Cmほ ど

である。

S B 1550:S B 1552の 南吉削こ重復する東西棟である。 身合桁行 3間

(7尺等間)・ 梁行 2間 (8尺等間)で 、 9尺 の庇を持つ。身合の

西北隅、西南隅の柱穴には柱根が残存していた。西南隅の柱根の径

は30cm余 を測 り40Cm以上の長さをとどめる。

S B 1476:S A 1455の 東に位置する東西棟である。身合桁行 3間・

梁行 2間 、南面に庇を持つ。 柱間は身合が 8尺等間、 庇は 9尺 と

やや広い。

S A 1557:S D 1545の 南に位置する東西塀で、柱間は 4～ 5尺 と小

さく、柱穴も方20cm程度の小穴である。柱穴は 1つ を欠いて 4間分

検出した。柱通 りはそろわないが S B 1550の 北側柱から10尺北に位

置し、この建物と関連するものと考えられる。

S A 1554:上記の塀の南に位置する東西塀で、柱間は 5尺、柱穴は

浅く、長径40cm程のだ円形を呈している。 4間分を検出したにとど

まる。

S D1545:幅 70～80cmの素掘 りの東西濤である。濤底は西の方が高

く、菰川流路の方向へ東流していたものと思われる。後述するよう

に、六坪内で占める位置から見て、これを三条条間路に面する築地

内側の濤に比定できる。また濤埋土は暗灰色砂質上で、この中に数

点の軒丸瓦片が出上しているが、形式は判明しない。

S E 1547(PL.6):導 水路 S D 1525の 西方に位置する素掘 りの井戸

で径は2m深さは遺構面から3m弱である。底は灰青色の砂で、軒平

瓦 (6721-C)ゃ 土器片が堆積した状態で出土した。また上層の暗

灰色粘上の埋土中には、奈良末から平安初頭の上師器杯や、軒平瓦

(6663)、 蜂などが出上した。この井戸の南に、井戸を囲むようにバ

ラスの堆積があり、やはり同様の導が含まれていた。またこの井戸

の東に、井戸の排水路と考えられる東西濤 S D1546がある。

この他の遺構として、併行する2本の東西濤 S D1453、 1451よ り

古い時期の斜行する濤 S D1456、 S A 1500と 重復して走 りS A1500

より古い時期の東西濤 S D1527、 斜行濤 S D 1532な どがある。fig 15.SE1547断 面図
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3.占 地 と時期区分

a. 占地 (fig 16)

調査で検出した奈良時代の遺構が、平城京の条坊のなかでどのよ

うに位置づけられるか、また坪内の割付けはどのようになっている

かをみてみる。

先ず、六坪の東を限る二坊坊間路の心は、左京三条二坊十五坪で

確認した坊間小路心から条坊計画によると450尺 ×0。 295m=132.75

mと なる。 (基準尺0.295mは、平城宮39次調査の東一坊大路心の

実測値と、86次調査の二坊坊問小路心の実測値の差400.239mを 、

朱雀大路の国上方眼方位に対する振れ N15'41″ Wの修正を加えた値、

398.249mを 条坊計画寸法1350尺 で除した値。以下の数値は全て、

振れを考慮している。)二坊坊間路心と、 6坪検出の東塀 S A 1455

間の距離を計測すると47.224m(■ o.295=160.08尺 )の値を得る。

また六坪の北を画する三条条間路心は、39次調査確認の二条条間大

路心から、条坊計画によると1800尺 ×0.295m=531mと なる。三条

条間路心と六坪検出の北塀 S A 1500間 の距離を計測すると47.920m

(■ 0.295=160.305尺 )の値を得る。

条間路、坊間路心から六坪内の北塀・東塀まで、それぞれ160尺

の等距離にあること、また東西塀間 (S A 1455～ S A 1536)、 南北

塀間 (S A 1473～ S A 1500)が ともに140尺 であることから、条間

路、坊間路の中員 (濤心々)を 40尺 と推定すると、坪の計画中 (45

0尺 )一小路 %巾 (10尺 、86次、西隆寺調査で確認)一条問路また

は、 坊間路%巾 (20尺 )ヨQO尺 となる。

坪の地害」りを方420尺 とすると、 6坪内の東・西・南・北の塀が

坪を、東西、南北にそれぞれ 3等分することになる。また坪のセン

ターが、ほぼ園池の中心に位置することや、建物が坪の中軸線に、

各塀に柱通 りを合わせて計画的に配置されていることが判明した。

b.6坪 の時期区分

調査によつて検出した六坪中心部の遺構は、他の調査済の京内遺

跡に比べ、大規模な園池を坪の中心に位置するため量的に少なく、

重複関係 も少ないことが明らかとなった。このような遺構を時期的

に分類すると、遺構の大部分は暗褐色粘質土面で検出し、整期冒の違

いなど層位による時期区分は多くみられないこと、また建物の重複

関係 も少ないことから、園池を中心にした、建物の規則的な配置関

係、建物間隔を中心に時期区分を行なった。

その結果、大きくA.B2時 期に区分することが出来る。(fig 17)

fig 16.六坪の占地

地 点 名

東一坊大路心

二条条間大路|

二坊坊問小路心

朱 雀 門 心

X

-145757.263

-145751,977

-146192.580

-145994.500

Y

-18054.064

-18027.326

-17653.825

-18586.320

39次調査
実 測値

86次調査
実 測値

16次調査
実 測値

考備

Tab4.計測送標表



A期 :建物 7棟、塀 6条、井戸 2基、濤 2条、園池がこの期に属す

る。園池がまず坪の中心部に造成され、これを囲む形に70尺 (7尺

X10間 )の等距離に、東、西、北、南の 4塀が設けられる。 S B15

10、 1519は ともに北側柱を坪の東西中軸線にそろえ、南北中軸線よ

り、それぞれ70尺 (7尺 ×10間 )、 140尺 (7尺 ×20間 )西に位置

する。 S B 1542は 西側柱が発掘区域外となり確認できなかったが、

東西 5間 と推定すると、南北中軸線より140尺に位置する。 またSB

1550の東側柱は南北中軸線にのり、南側柱は東西中軸線より84尺

(7尺 ×16)西 に位置する。南塀 S A1473は 南北中軸線より西30尺

で始まり、この位置で S B1470の 東側柱、 S B 1505の 西側柱に柱通

りをそろえる。また南塀は10間 目(10尺 ×10間 )で S B 1517に とりつ く。

A期のうち、北塀 S A 1500は 7尺等間で方眼北に対しNO° 11′ 27″

W振れるのに対し、南塀 S A 1473は 10尺等間でNO° 34′ 22″ Eと 逆

方向に振れることから、A期内でも2期の増改築が考えられる。因

みに、南塀と方位をそろえて、10尺方限で計画されているものをみ

ると、 (A-1期 )、 S B 1517(130尺 )、 S B 1519(140尺 )、 SB

1510(70尺 )、 S B 1542(60尺 )、 S A 1554(180尺 )、 S D 1545

(200尺 )である。それ以外のものは全て北塀 と方位をそろえ、7尺方

眼の計画にのる。 (A-2期 )、特に 7尺の計画は、建物、塀に限らず、

濤 (S D 1451、 1453、 1466)、 井戸(S E 1511、 1547)に も適用される。

この時期では、西塀 S A1536の 内恨Jに南北棟 S B 1505、 1470、 1510

の 3棟が、園池を観賞または使用する建物と考えられる。特にSB

1505は 池岸の石敷部に東南隅柱を立て、池台、池亭のような性格を
(P7③⑤)

持つものかも知れない。また S D 1545は 坪心より200尺 に位置 し、

210尺 の坪計画中から考慮すると、坪を画する築地または塀の内側

の雨落濤に相当する。

B期 :こ の時期も前期の計画的な配置を踏襲し、北塀 S A 1500の 後

に、北側柱を合わせて、 S B1540を 中軸線から西84尺 (7尺 ×12)

の位置に造成している。また中軸線から西56尺 (7尺 ×8)の位置

に S B 1471、 1472の西側柱をそろえ、東91尺 (7尺 ×13)の位置に

S B 1476の 西側柱をそろえて、それぞれ計画されている。なおこの

時期にはS A 1455が取 り外され、 S B 1476の 目隠しにS A 1483が造

成されたものと考えられる。

この期の主屋は、今回検出建物の内、最大規模を持つ S B 1540で 、

主屋から園池が広 く見渡せるよう、 S A 1536、 S B1505は 廃絶して

いる。園池を含んでより広い空間として利用されている。

なお建物の柱穴の重複関係から、S B1542よ りS B 1540が、SB

1470よ りS B 1471の 方が、それぞれ新しいことが判明した。fig 17六坪変遷図
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